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F善悪因果経J の流通とその史的背景

研究目的

キリスト教が果たした役割を無視して完全な西

洋史を再構成するのが不可能で・あるのと同様， 中

央アジア~東アジアの歴史は仏教を抜きにしては

語れない。 ある時代， ある地域の仏教と社会の結

びつきを探る第一歩は， そこに流布していた仏典

を洗い出し， それに質(成立の由来とレベノレ)と

麓(普及度をも含む)の両面から分析を加えるζ

とである供時的〕。 一方， それと同時に， それ

ぞれの仏典がたどった歴史的変遷(:1;営広とか呉国

語への翻訳とかはやりすたりなど)の経過も視野

の中に収めておかねばならない〔適時的〕。 キリ

スト教における聖書とは異なり， 仏浪花は出家者

や学僧lζ真理とか菩提とかを説く高i麗なものから，

俗人にも分り易い六道輪廼や因果応報などを説く

卑俗なものまで， 様々のレベルのものがある。 さ

らに後者の中には， 仏陀やその弟子たちの説いた

所を集めた「本物のj仏典の外に， 後世iζなんら

かの意図をもって作られたいわゆる「偽経Jが含

まれる。 その中でも特に代表的なのが 6世紀頃

lζ中国で成立したF善悪因果経Jである。 またと

れは何ヶ国語iとも訳され， 東アジアから中央アジ

アにかけて法く流布した仏典として最も有名なも

のの一つで、ある。 にもかかわらず， 本仏典は乙れ

まで， 仏教学者からはその内容の卑俗さゆえに，

言及はあっても正面からはほとんど取り上げられ

ず， 歴史学者には仏典を歴史史料として取り上げ

ようとする観点、が欠けていたために全く顧慮され

大阪大学文学部艶教授 森 安 孝 夫

なかった。私は， 今後への展望を切り鍔く意味で，

乙のr善悪因果経」の研究を一つのケース=スタ

ディにしたいと考えている。

研究経過と展望

本経を， 共時的にせよ適時的lとせよ， 研究の対

象とするためには， まずテキストそのものの文献

学的研究から始めねばならない。 乙れまでに知ら

れている本経のテキストには漢文・ソグド文・チ

ベット文・モンゴノレ文・カノレムック文・満州文の

ものがある。 そもそも本経は6世紀頃の中国で偽

作されたもの①であるから， すべての原テキスト

が漢文であるζとは明らかである。 しかし中国で

は偽経と認定怠れたが放に正式の大蔵経の中iζ収

められず， 為iζ模文テキス卜は!f!くに散侠してし

まっていた。 然るに今世紀初頭の敦埠文書の発見

により， それは再び日の目を見るに至った。 一方，

日本では， 7 - 8世紀頃i乙缶えられたテキストが

幾多の手写や版を重ねながら， 今日にまで伝存さ

れた。 我々は， 漢字文化閣のいわば両端iζ残った

漢文テキストを， 彼比 対照するζとによって， 漢

文オリジナノレを復元する条件lζ恵まれたのであり，

その実際の作業が初年度の最大の成果であった。

我々が写真や実物により参照するζとができた漢

文テキストは以下の23種(ただし総て同一系統の

テキスト〉である。 今， それぞれの写本ないし版

本の残存状況を， 大正新修大蔵経， 第 85巻， No. 
2881， pp. 1380 b -1383 bと対比する形で図示する。
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女 ちなみに大正新修大藤経本は，大日本続議経(日蔵)本と中村本とを底本にしたものである。
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テキストの校訂lζは，最良と盟、われるものを一つ
選び出してそれを底本にし， 他と校合するのが常
道であるが， 今回はその方法が必ずしも毎策でな
いと判断したので， 全テキストの中で最良と思わ
れる字句を採っていって，いわば架空のテキスト
を復元し， それに詳細な註を付ける乙とにした。

教纏議経澗からは漢文テキストの外lé， ソグド
文テキスト( 1種〉とチベット文テキスト( 3種)
も発見された。 すでに衆知の如く， ソグド文は漢
文から 翻訳された完本であるが， 漢文の難解な部
分はとζろどとろとばして訳している。 ソグド文
テキストiζ関しては既にゴーチオの仏訳②とマツ
ケンジーの英訳③があるが， 漢文テキストの復元
を一緒に行なった共同研究者の吉田豊成( 1 B U 

国捺仏教大学文学部講師， イラン言語学〉がもう
一度綿密にチェックしなおす乙とになっている。

チベット文テキストは各種 のチベット大蔵経
(北京版， デJレゲ版， チョーネ版， ナノレタン版〉
のいずれにも， 二つの全く系統を異にするテキス
トが収蔵されている。 参R誌に便利な北京版lζ例を
とれば， 大谷自録④のNo. 1023 (p 1と略称)と
N o  .1024 (p 2と略称〉がそれに当たる。 一方，

iて12t ft l

己主
T3 A 

B 

T 1 = vp⑤220 
T 2 = VP 221 

伺じく共同研究者の武内紹人氏(近畿大学教養部
講師， チベット言語学〉によれば，敦漣出土のチ
ベット文テキストは 3種〈いずれも不完全なもの
;それぞれT じ でし T3と略称〉あり，大議

経との対応関係を示せば下のようになる。
即ち敦埠本はP 1 の系統iζ属し， P 2 (P 1 

より短いもの)とは別の系統である。 またP 1 I乙

は輿書きが付いており， それによるとこれは吐蕃
支配期から帰義軍初期(9 世紀初~中葉)の河西
(敦壊を含む〉で活躍した Chos - grub (法成)
iとよりサンスクリットと漢文から 翻訳されたとい
う。 もちろんサンスクリットからというのは権威
づけのための虚言であり， 実際には漢文だけから
訳されたものである。⑥我々はチベット文につい
ても校訂テキストを作る予定である。

モンコソレ大蔵経にもニ系統のモンゴノレ文r善悪
悶果経Jが入っている。 リゲティ目録①でいえば
No.1118 とぬ1119がそれに当たる(それぞれ M1， 
M2と略称〉。 モンゴル大蔵経成立の歴史的背景@

を考えれば， ζれら Ml， M2がチベット大蔵続
中のこ系統のテキスト(ζζではP 1， P 2で代
表させる〉からの 翻訳であろう乙とは容易κ推測

C h. 73 vii. 2 
C h.73xv. frag.4 

『町悼『叩崎明叫叩嶋田町田町田一寸
216 

a b 

T 3 A = V P 335 (2): C h .73 xiii.1 
B = V P 335 (3) 



ζの写本の外形的
ζれまでに17世紀のものと断定されたい
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の他の縮かい点は省略するが，
特徴は，

228 

されるが〈テキストの長さからみてP 1-M 1， 

くつものモンコツレ写本の 特徴ときわめて近いもの

である。@内容的には， 実iζ驚くべきζとに， 従

経顎・奥書きそして本文の部分的
ζの

P 2→M 2)， 
翻訳に よる対照の結果のいずれをとっても，

推測を裏切ってはい ない。

来知られていたモンゴノレ大蔵経所収本(M1， M2) とζろで大阪大学文学部で‘は昭和59年iζモンゴ
臣下のとことは全く別の系統のテキストであり，ノレ文F善悪国果経Jのー写本を購入した。大谷探

ろは天下の硯本のようである。翻訳 iζ用いられた検隊隊員吉JlI小一郎氏の旧蔵していたものという
チベット語(Tib)からの謹訳やサンス用語も，その真偽のほどは不明である。全10葉で首尾が，
(Skt.)名の直接音写が主流であるMl，

13 - 14世紀のウィクVレM2のそれとは異なり，
クワット完結し (ただし第3葉と第9葉は既に個人の所有

に帰していたため写真のみ) ， 各葉はタテ約10叩，
ヨコ約26cm， 決褐色で中手の臨い紙lζ独特の措書 語(Uig，) からモンゴJレ語iζ借用された仏教用

語が随所にみられる。体で書かれている。買付けは左端iζモンゴル文で，
その一端を例示する。メkï， 右端iζ朱の漢字(おそらく後補〉で示される。そ
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つ まり， 販大写本自体はたとえ17世紀のもので、あ
るにしても， その原本はもっと古くに成立した可
能性が十 分にあるというわけである。 さらにいえ
ば， ζの系統のテキストは， 当然あってしかるべ
きなのに未だその存在が知られていないウィクツレ
文F善悪因果経Jから直接 翻訳された可能性さえ
あるといえよう。 我々は M 1， M 2 ， 阪大本の 3
系統のモンゴノレ文テキストについても完全な訳註

を南意している。
現段階で我々が推定している左のようなテキス

トの系譜は， 各テキストの校訂本とその詳細な訳
註を完成することによって， より正確な形になっ
ていくことと患う。 最終的目標は， 各留語のテキ
ストが出現した麗史的背景〔適時的〕と， それぞ
れの社会での受容のされ方〔共時的〕を探るζと
にあるが， さしあたっては訳註をはじめとする文
献学的な研究に力を注いでいきたい。

註
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